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1.   目　 的

市 販豚滴 の一敗 細菌数 ヽ食 中毒起 励箇 を検 出 して　 微t生物汚染 矢態 を把握 レ 次 いX'ヽ ，

微 生物ay 増殖阻止 効呆 のある張 軋お汰 に つぃフ　 アルコ つレ処 理，ロ未,噌債 お・ び そ爪 ら の

狐合 廿　 寸ら に休軋温良条什 を加 東 して挾 吋t  n.

2,     隻- 験:

･）,試漸 ゛c　6-  試 粁 は 耳a  を支 九で同 一fS  力ヽ ら購 入

②　eo 試料 は隋 哨 ，店舗 を嵐 丸 て同一0   に購 入

2），汚染造 の検 出： 一般 細 菌おJ; び` 食中毒起囚 度[ぶ,常法に よヽり　 それぞれ の検 収 用堵地｡

を調整 殺菌 し て馬 い 巨

3)　慄 軋池と増 殖阻 止効呆,: 味噌漬け　 卯哨 アルコ ール^o妙処 哩t  栗爪 理肉を5 °c,,

-  2 °C に5  日憚,島 して降 日によ，i 一枚柘菌<  ̂ 哨長 て:- に軟 しT^.

3 ， 徊 泉

布取 豚 肉 ≪5一軟鯛 画数 ，゙購へ 与 同-cヽ I0*～;♂C匹/j  ,     S 日5 ゛C   で憚 軋■t るi:   濯～lぴc貿/S

Iり 曽殖 しk.      胞 の増殖. Pi 止喪力ま はR　? い/o ア1レコール30M 少処浬後 味噌洩It 、R        iS '/ アjレ

ニ   －ル 添加 味噌潅tt．R　HO ・/,アル コ-  ;レ30 勿処羨, 〈R〉 味噌 度け 七咳仕に有 知T-   為 っ卜。

一 斑 恥阪鵬料X-  も増殖 μ彗 や卜 れr<-，

飛ﾔ 毒 徳 ”う^   ヽ 堆 定大腸 侮苛 お ，＼A  ＼  試暦 カリ*    ・ピD パ7  タ ーが放 出^ れft A^*、 サ

･レモ羊？軋　 ケエ ルヅエ 徽,   甫 廊,ゲド ツ球軋　 セレ ツス萬は 検愈?  れなか っft.

C 58 中国茶中の軽異物につ いて

川 村短大　 ○大坂佳保 里　 横川幸義　 関口正勝

［目的３ 近年　 中国茶は健康志向 、わが国古来 からの飲茶 習慣、缶製品の登場による手 軽

さ と相 まってその輸入量 は爆 発的な伸びを示し、我々 の食生 活の中に浸透してきている。

演者らは多 くの種類があり、 異なった製法を持つ中国 茶に注目し、1985 年よりその軽 異

物 につ いて試験法の検討を行 うと共に調査を継続し てい るが、中国茶の種類によって混入

し てい る軽異物の種類 が異 なり、 又あ る特殊な茶類に多 くの軽異物が混入していること な

ど、 若干の知見を 得ること ができた。同時に、中国茶が一般に飲用さ れていることを考 慮

し 、家庭における除去 法につ いて も検討を 行ったので報告す る。
1)

［ 方法］市販されている各 種中国茶10 g を用い、演者らの方 法により 軽異物 の捕集を 行っ

た。　これを検鏡により ダニ類、昆虫類、昆虫片、ねずみの毛など に分類し、混入状況を 調

査した。

又、ナイロ ンメッシュを用いてダ ニの通過の有無ならびに 家庭で一 般に使用 されている

急須等に よる軽異物の除去につい て検討し た。

［結果］中国茶をその製法によ って分類し、混入し てい る軽異物を調査し たところ 、後発

酵茶 に多く の軽異物、特にダニ類 が見られた。半 発酵茶 は軽異物の量は少ないものの昆虫

類お よび昆’虫片 の混入が見ら れた。 こ の傾向は1990 年の調査まで変化は見ら れなか った。

家庭における薯 異物 の除去 は急須で は困難であり、 ナイロンメッシュを用いた茶漉し 様

の 物 が 比 較 的 良 好 で あ っ た 。 1)B 本食μ 会第50g学uu 抄睡


